
第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
（３）調査結果のとりまとめ

（３）-1 調査結果の総括 

国 シンガポール マレーシア

都市 ― ジョホールバル（イスカンダール） 

コンセ

プト 

ガーデンシティー 

⇒シティーインザガーデン
フォレストシティ―

緑の 

役割・ 

機能の

考え方 

・コミュニティの意識啓発・参加促進

・造園、園芸業界の競争力強化

・都市環境における生物多様性の向上

・世界水準の植物園（庭園）の設立

・緑化と保養のための都市空間の最適化

・都市公園の再生と沿道景観の再活性化

（出典：City in a Garden）

・自然環境を保全し活用することで、快

適な住環境や就業環境を作る

（出典：IRDA VISION & MISSION） 

ｲﾒｰｼﾞ

環境 

づくり 

・緑化によるブランディングによるシテ

ィプロモーションの成功 

⇒魅力的で衛生的な都市環境を形成

するための一要素であり、世界から

企業や人を呼び込むため視覚装置

（舞台装置）

・道路等の緑化・管理の徹底、及び建物

と緑の一体化による立体的な緑

⇒実際以上の緑量を視覚的に演出

・持続可能な街づくりとしての低炭素化

の推進 

⇒2025 年の CO2 排出量 40％

・日本の CASBEE を基に、建物と開発、

都市の 3 分野で環境評価システムを

構築

土地 

利用 

・国際競争力を最大限に活かした企業・

研究開発の誘致

⇒参入しやすい制度・仕組み

・公共交通網の利用促進

⇒2030 年までに 80%の人が徒歩 10 分

以内に MRT 駅にアクセス可能に

・IT インフラ・人材育成の強化

⇒資源が無いため、技術・人材でカバー

・隣接するシンガポールの好調な経済発

展の影響を享受する都市開発 

⇒地域間でのバランスに配慮した開

発

・デベロッパー、都市開発コンサル及び

クリエイティブ、教育、物流産業への

税制優遇

⇒企業・投資の誘致、円滑な都市開発

の推進

共通 

事項 

・緑による都市のブランディング戦略

・人（アクティビティ）を中心に据えた自然豊かな環境づくり

・サスティナビリティ（持続可能性）の追及
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
国 マレーシア

都市 プトラジャヤ＆サイバージャヤ クアラルンプール

コンセ

プト 
グリーンシティー ガーデンシティ・世界水準の都市 

緑の 

役割・ 

機能の 

考え方 

・低炭素化

・豊かな生活の実現

・自然との共生

（出典：PUTRAJAYA GREEN CITY 2025） 

・ガーデンシティ（緑の保全・緑化・美

化）

・大気質・水質・地形・河川の保全

・動植物の保全

・大気汚染・土壌汚染・騒音等の防止

・環境保護指定区域、環境マネジメント

・市民参加

（出典：KUALA LUMPUR STRUCTURE PLAN 2020） 

ｲﾒｰｼﾞ

環境 

づくり 

・人工湖や湿地を活用した自然環境

⇒サスティナブルシティ化に向けた

段階的なアクションプランの設定

等の取組

・全体の面積の４割を公園・緑地等のオ

ープンスペースとして確保

・都市の高度化と植林の促進

（英国植民地都市の再生）

・歴史資源の保全・活用と河川の美化等

による観光等の推進

土地 

利用 

・既存のコミュニティに配慮した計画

⇒行政職員向けだけでなく、一般向け

の住宅開発・供給など

・行政機能の移転と連動した住宅供給及

び地下鉄の整備 

⇒現在は民間企業等の誘致に注力

・ＴＯＤ（公共交通指向型開発）の取組み

⇒モノレール、LRT、MRT、急行列車な

ど、多種多様な交通システムの導入

・歴史的な資源の保全・活用や超高層建

築等による観光促進

共通 

事項 

・緑による都市のブランディング戦略

・人（アクティビティ）を中心に据えた自然豊かな環境づくり

・サスティナビリティ（持続可能性）の追及
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
（３）-２ 普天間⾶⾏場と視察先の同スケール⽐較 

普天間飛行場 

シンガポール（シンガポール植物園・デンプシーヒル）

※面積は図上計測値
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
シンガポール（NUS～ワン・ノース～ホートパーク）

シンガポール（ベイエリア・セントーサ島）

※面積は図上計測値
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
シンガポール（プンゴル）

マレーシア（クアラルンプール（王宮周辺））

※面積は図上計測値
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
マレーシア（ヌサジャヤ（イスカンダル・プテリ地区））

マレーシア（プトラジャヤ・サイバージャヤ）

※面積は図上計測値
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
（３）-3 調査結果と考察 

（３）-3-1 計画づくり・まちづくり全般について 

各都市の計画づくりやまちづくりについて以下にまとめる。 

シンガポール – 都市計画の枠組 
イスカンダール（ジョホールバル） - ３つの戦略 

CONCEPT PLAN MASTER PLAN 

GOVERNMENT 
LAND SALES 

⇒戦略的な開発

DEVELOPMENT 
CONTROL 

⇒建築等の規制

詳
細
化 

富の創出 富の共有化 
と包括化 

資源の最適利用
と低炭素化 

クアラルンプール – ストラクチャープラン 2020  
プトラジャヤ – Green City2025 ビジョン 2020 年までに世界水準の都市へ 

ビジネス環境 就労環境 住環境 ガバナンス 

情報収集 

社会経済の
将来動向 

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ
との議論

社会経済・
環境の 

モデリング
３Ｒ 

ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ
対策

低炭素化 

４つの指標 
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
（３）-3-２ 環境づくりについて 

（３）-3-2-1 シンガポール 

「シンガポールでは緑に対する少ない投資によって、大きな成果を得られた」 

リー・クワンユー 

●公共公益空間の緑化・徹底した管理＋民間による立体的な建物緑化

●建物のグリーン化について包括的な認定制度とインセンティブ付与

●観光と緑の融合したラグジュアリーホテル

豊かな緑（緑量・整った緑）が見える都市 

民間による緑・環境の良さを維持するしくみ 

観光・企業誘致に向けたシティプロモーション 

シンガポールの緑の政策について （NUS ヒアリングより）

建築の緑化等により容積を緩和 

⇒民間が緑を創出・管理

緑化で重要なのは、道路の緑化 

⇒緑が多い都市に見える

観光のコンテンツとしての緑

ガーデンズバイザベイ 

シンガポール植物園 ガーデンズバイザベイ 
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
・国民の緑に関する満足度は 8 割程度
・民間による緑の創出・管理⇒規制とインセンティブ

NUS キャンパス Khoo Teck Puat 病院 

周辺の公園との緑の連続 サステナビリティ建築 

緑豊かな公共公益施設 

周辺の地形や緑と一体的な高級ホテル

Cappella 

自然光採光システム 
換気塔 

太陽光発電 

地下貯水槽 

グリーン化技術の深度化 

建物のグリーン化-Green Building 

Parkloyal on Piclering 

隣接する公園との連携 

1 人当たりの公園支出及び緑の管理
費 1970 年から 2010 年の間に
50 倍以上に増加 

総支出に対する割合は 2000 年から
2010 年の間で倍増 （維持管理費
が半分程度） 

緑の維持管理 

BCA-Academy 
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 第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査  
（３）-3-2-2 マレーシア 

経済発展により問題が顕在化した環境の再生と新たな都市づくり                                      

●行政主導による水と緑のまちづくり 

●都市の機能分担の明確化と通信インフラの充実による効率的な都市利用 

自然環境の再生や低炭素化の促進による持続可能な都市づくり 

IT 系企業や教育・研究機関の集積 

緑化の手法 

水辺の再生・高質化 

歴史資源の保全 緑の中の教育・研究機関 

イスカンダル プトラジャヤ クアラルンプール 

街路樹＋面的な樹林高層建築⇒低中層階への緑化 

ウェットランド（プトラジャヤ） 

自然の浄化機能を活用した水質改善 

コンバック川（クアラルンプール） 

河川の水質改善と遊歩道の整備 

スルタン・アブドゥル・サマドビル（ＫＬ） レディング大学（イスカンダル） 
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
（３）-3-３ ⼟地利⽤について 

企業誘致  シンガポールにおける国際競争力

・安定した政府（高い国民支持率）

・英語が公用語

・物流等各種インフラ・生活環境が充実

・東南アジアの国々に近接する立地条件

・法人税等の税制上でのメリット

・教育水準の高い人材

・情報インフラ・IP 基盤の高度化

イスカンダルにおける施策

・デベロッパー・コンサルタントなど都

市開発関連会社への税制優遇 

・特定の産業分野への税制優遇

マルチメディア・スーパーコリドー

・空港にも近く IT インフラの充実

・都市機能の再配置等による効率的な土

地利用

研究・先端産業 

シンガポールにおける

産業振興分野 

・バイオテクノロジー

・エレクトロニクス（半導体が６割以

上）

・科学技術

＋ 

・航空機整備（MRO）産業…セレター

空港

・統合型リゾート（IR）産業…カジノ

等 

イスカンダルにおける

特定産業分野 

・クリエイティブ、教育、金融・コン

サル、ヘルスケア、ロジスティクス、

観光

サイバージャヤの研究・先端産業

・約 300 社のマルチメディア認証企

業 

・マルチメディア大学など９つの私

立大学が設置されている。

行政機能の移転（プトラジャヤ） 

行政機能の移転と併せて、モスク・橋梁の観光地化やコンベンション等により 
一般の来訪を促進 
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
（３）-3-４ 都市基盤について 

公共交通の利用促進（シンガポール） 
シンガポールでは
2030 年までに
80%の人が徒歩
10 分以内に
MRT の駅にアク
セスできるように
計画 

シンガポール郊外の公共交通システム

プンゴルでは駅の上下で自動運転のLRTとMRTが直結
し、駅前にはバスターミナル、レンタサイクルなど、各
交通手段のスムーズな乗り換えが可能。 

TOC（クアラルンプール） 高速充電システム（サイバージャヤ） 

モノレール、LRT、MRT、急行列車
など、多種多様な交通システムの導入 日系企業が中心となって、路線バスの高速

充電（約 10 分間）システムの実証実験を
実施 

情報インフラ 

シンガポール・スマートネーション

ビッグデータや IoT など最新 ICT 技術

を導入し、各種データをオープン化して

おり、交通渋滞やバスの運行情報、治安

の保持、銀行のキャッシュレス制度など

多様な活用を行っている。 

マルチメディア・

スーパーコリドー(MSC)

クアラルンプール市の中心地から空

港まで南北 50km 東西 15km の区域に

高速通信インフラを整備し、区域内にお

ける情報の取扱いを法的に定めるサイ

バー法を策定。 

交通 
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第Ⅵ章 ｜ 海外の現地調査を踏まえた先進事例調査 
（３）-3-５ 合意形成・情報発信について 

・緑化政策や都市開発プロジェクト等について分かりやすく紹介
（例：沿道の看板や街路樹の有無による景観の違いをデジタルで展示)

⇒教育・学習の場としての役割も担う

・模型とプロジェクションマッピングを活用し、世界における順位によりクアラルンプー
ルの特徴を示す。 

⇒都市の魅力を広くアピールするプロモーション

・観光客の目を引く模型等の展示による誘客戦略
⇒来訪客による情報拡散

合意形成 （シンガポール/ＵＲＡシティギャラリー） 

情報発信 （マレーシア） 
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参考資料  参考資料 
１．⽣活者の意識・価値観 

（１）全国的な⽣活者の意識の傾向

○「この先よくも悪くもならない世の中へ」

・2010 年前後から生活者に「この先良くも悪くもならない」という認識が広がってい

る。生活者は社会や時代に必要以上に熱く怒りを感じることも、悲観して冷え込むこ

ともなく、現状を受け止め身の周りに幸せを感じている。

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所 

図-1 生活者の時代認識 

○「⾝の周りに多いのは嫌なことより楽しいこと」

・「自分の将来イメージは明るい」が 2010 年以降横ばいとなり生活者に将来展望を持

ちにくい状況にある一方で、「身の周りで楽しいことが多い」は増加、「身の周りで

いやなこと・腹のたったことが多い」は減少し、自分自身の身の周りで幸せを感じる

力が高まっている。

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所 

図-２ 生活者意識の変化
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 参考資料  
○「増やしたい時間は、趣味より睡眠」、「友達疲れが鮮明に」 

・増やしたい時間として、「睡眠時間」が「趣味にかける時間」を 2016 年にはじめて

上回っている。 

・「友人は多ければ多いほどよいと思う」が減少の一途をたどり、一方で「人付き合い

は面倒くさいと思う」が増加傾向を示し、「友達疲れ」の意識が高まってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所 

図-３ 趣味・人付き合いの変化 
 

○社会より個⼈⽣活の幸せをまず確保 

・国内外の政治・経済への関心が低下する一方で、「日本人は、国や社会のことより、

個人生活の充実にもっと目を向けるべき」が増加に転じ、生活者の関心は公から私に

シフトしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所 

図-４ 生活態度の特徴（公より私） 
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 参考資料  
○今の充実を⼤切にする 

・貯金、老後・福祉、節約への関心が低下し、「現在お金を使っている物事」が上昇し

ている。 

・お金を使う意識が将来より今にフォーカスされ現在の生活を重視する傾向が顕在化し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所 

図-５ 生活態度の特徴（先より今） 
 

○愛よりお⾦。確実に役⽴つものを重視 

・高い水準にあった「愛」は微減傾向にある一方で「お金」は上昇している。また、「学

歴」を信じる人が増え「読書をよくしている」人が減り、漠然とした「期待」より確

実に役に立つ「現実」が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所 

図-６ 生活態度の特徴（期待より現実） 
 

 

参考資料-3



 参考資料  
○依存しないことで、お互いの幸せを確保 

・「家族の会話」「子の教育費」に対する意識は一定の水準を保っている一方で、「休

日は家族と過ごしたい」は低下傾向にあり、家族関係は不仲でなくても、お互いに自

立した関係に向かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所 

図-７ 生活態度の特徴（依存より自立） 
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 参考資料  
○お⾦をかけていること、かけたいこと 

・現在かけているお金は「普段の食事」が 20 年前から変わらずに最高値を維持してい

る。一方で、「外食」にかけるお金が徐々に高まり 2016 年に 2位となった 

・今後お金をかけたいことは、「旅行」から「貯金」となった。 

 

表-１ 現在お金をかけていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所         

 

表-２ 今後お金をかけたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「生活定点」調査/博報堂生活総合研究所         
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 参考資料  
○若者の働き⽅について 〜若⼿は仕事環境の⼼地よさ重視〜 

・仕事に求めている条件について、若手（2016 年〜2017 年入社）、上司・先輩は双方

ともに「自分の能力が発揮できる」「お金を多く稼ぎよい生活」を送るが高い割合を

示している。一方で、若手は「仕事環境の心地よさ」「自分らしい生活を送る」が高

い割合を占めている。 

・若手のうち、約半数の人は「時間、場所、契約にしばられない柔軟かつ多様な働き方」

を好んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: イマドキ若手社員の仕事に対する意識調査 2017/日本能率協会マネジメントセンター 

図-８ 一番仕事に求めている条件 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: イマドキ若手社員の仕事に対する意識調査 2017/日本能率協会マネジメントセンター 

図-９ 若手の好みの働き方について 

参考資料-6



 参考資料  
○⼦どもたちの変化 

・子どもたちの関心ごとについて、「はやっているものを人よりも早く知りたい方」は

過去最低となり、「興味のある話」は「自分で調べる方」が過去最高となった。流行

への興味は低く、気になることは自分で調べる子が増えている。また、欲しいものは

スマートフォンとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「こども 20 年変化」調査/博報堂生活総合研究所     

図-10 子どもたちの関心ごと  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「こども 20 年変化」調査/博報堂生活総合研究所     

図-11 子どもたちのメディア意識 
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（２）沖縄県の⽣活者の意識の傾向 

○沖縄県⺠の特性 

・「人情が厚い」沖縄県民は「家族の幸せや健康」を生きがいにしている人が多い。将

来の社会は経済的豊かさに次いで「子どもや老人、障がい者を大切にする社会」が求

められ、社会的弱者を思いやる意識が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 沖縄県民意識調査報告書 2016/琉球新報社           

図-12 沖縄県民の特性について       
 

 

 

出典: 沖縄県民意識調査報告書 2016/琉球新報社           

図-13 生きがいとしてきたこと   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 沖縄県民意識調査報告書 2016/琉球新報社           

図-14 将来どんな社会になってほしいか 
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○沖縄県⺠の求めるくらし⽅ 

・「老後に安心してくらせるだけの貯えのある暮らし」「老後にも自分にあった仕事が

続けられるくらし」が強く求められている。 

・4割の人が「敷地が広くて環境がよい住宅地に住めるくらし」を、3割の人が「自然

に親しめる機会のあるくらし」を求めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 第９回県民意識調査/沖縄県           

図-15 生活状態の希望 
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○沖縄県⺠の定住と移住の考え⽅ 

・7割以上の人が「いつまでも今のところに住みたい」「よそに移る気もない」定住を

希望している。 

・「よそに移りたい」人は「自分の家を持ちたい」理由で県内のよその市町村に移転し

たい人が多く、全体的に沖縄県内の定住が望まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      出典: 第９回県民意識調査/沖縄県           出典: 第９回県民意識調査/沖縄県 

図-16 居住の希望                   図-17 移転希望理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             出典: 第９回県民意識調査/沖縄県 

図-18 移転希望先 
 

参考資料-10



 参考資料  
○優先すべき産業についての県⺠意識 

・沖縄県の振興のために力を入れるべき産業として「野菜・果樹」「観光関連産業」「環

境関連産業」が高い意向を示している。 

・重点的に取り組むべき施策として「魅力ある観光・リゾート地の形成」と考える人が

最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                出典: 第９回県民意識調査/沖縄県 

図-19 産業の優先度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              出典: 第９回県民意識調査/沖縄県 

図-20 重点施策の優先度 
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○沖縄県内⼤学⽣の就職意向 

・県内大学生の就職意向について、約７割の学生が「沖縄県内での就職」を希望してい

る。 

・また、沖縄県内大学生は就職先を選ぶ際に「職場の人間関係」「仕事のやりがい」「安

定性や将来性」を重視して選んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 沖縄県内の大学生に対する意識等調査について/沖縄総合事務局 

図-21 勤務地の希望 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 沖縄県内の大学生に対する意識等調査について/沖縄総合事務局 

図-22 就職先を選ぶ際に重視すること 
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○伝統芸能、⽂化の考え⽅ 

・地域に関わらず 9 割以上の沖縄県民は沖縄の文化・芸能を誇りに感じ、約半数の人が

地域の行事や祭りに参加している。 

・好きな沖縄文化では身近に接する機会の多いエイサー、三線の人気が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 沖縄県民意識調査報告書 2016/琉球新報社 

図-23 沖縄の文化・芸能を誇りに思うか          
出典: 沖縄県民意識調査報告書 2016/琉球新報社 

図-24 地域の行事・祭りへの参加 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 沖縄県民意識調査報告書 2016/琉球新報社 

図-25 好きな沖縄文化について  
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（３）沖縄県への移住者が求める暮らし 

○移住先に求める環境 

・沖縄県への移住希望者は「自然が豊かである」「食べ物、水、空気が美味しい」環境

を特に求めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 沖縄県への移住意向に関する調査/沖縄振興開発金融金庫 

図-26 移住先に求める環境  
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○移住先で求めるライフスタイル 

・沖縄県への移住希望者は「スローライフ・自分らしい生き方をしたい」「自然環境が

豊かな中で生活をしたい」「心身ともに健康的な生活をしたい」人が多くロハスなラ

イフスタイルを求めている。 

・一方で、移住先の「仕事の確保」「医療・福祉」「日常生活の利便性」が懸念され、

雇用の場、医療機関、生活利便施設等が必要とされている。             
出典: 沖縄県への移住意向に関する調査/沖縄振興開発金融金庫 

図-27 移住したい理由              
出典: 沖縄県への移住意向に関する調査/沖縄振興開発金融金庫 

図-28 移住を考える上での不安や懸念 
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○希望の移住パターン 

・移住希望者のうち、沖縄県以外への移住者は「Uターン」が最も多いのに対し、沖縄

県への移住希望者は、「Iターン」「２地域居住」の意向が高い。  
表-3 希望の移住パターン                             
出典: 沖縄県への移住意向に関する調査/沖縄振興開発金融金庫 
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○移住先での働き⽅ 

・沖縄県への移住希望者のうち約 5 割は「移住先でも働きたい」が、約 4割は「趣味や

余暇を重視したいのでたまに働く程度にしたい」「リタイア後の生活を楽しむ等で働

くつもりはない」などで就業意向はない。「移住先で働きたい」人は「正社員」「パ

ート・アルバイト」として雇用されたい人が多い一方で、「自営業」も高い意向を示

している。 

 

表-4 移住先での就業意向            
出典: 沖縄県への移住意向に関する調査/沖縄振興開発金融金庫  

表-5 移住後に希望する就業形態            
出典: 沖縄県への移住意向に関する調査/沖縄振興開発金融金庫 
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（４）環境に対する意識の傾向 

○環境に関する意識 

・気候変動や温暖化の影響を 7 割以上の人が既に実感しており、同程度の割合の人が環

境改善に向けて自身の生活や習慣を変えた方がいいと感じている。 

・また、オフィスビル、商業施設、リゾートホテルについて、環境配慮への取組みは当

然であると認識が定着している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 環境意識に関する意識調査/国立環境研究所 

図-29 気候変動や温暖化の影響を実感するのはどれくらい先か 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 環境意識に関する意識調査/国立環境研究所 

図-30 気候変動や温暖化を減らすため自身の生活や習慣を変えるべきか  
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出典: 住宅取得や施設利用における消費者の環境意識調査/東急不動産次世代技術ｾﾝﾀｰ   

図-31 オフィスビルについて、ビルオーナーは社会的責任として「環境配慮」 
に積極的に取り組むべきか 

        
出典: 住宅取得や施設利用における消費者の環境意識調査/東急不動産次世代技術ｾﾝﾀｰ   

図-32 商業施設について、今時、環境への取組は当たり前か 
          

出典: 住宅取得や施設利用における消費者の環境意識調査/東急不動産次世代技術ｾﾝﾀｰ   

図-33 リゾートホテルについて、今時、環境への取組は当たり前か   
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○環境配慮に取組む魅⼒的なオフィス 

・働いてみたい環境配慮に取組むオフィスについて、ワーカーは「屋上緑化や壁面緑化

がされた緑豊かなオフィス」が最も高く、決裁者はコスト削減メリットが享受できる

「省エネに配慮したオフィス」「自然光の下で仕事ができるオフィス」が高い。   
        

出典: 住宅取得や施設利用における消費者の環境意識調査/東急不動産次世代技術ｾﾝﾀｰ 

図-34 働いてみたい環境配慮に取組むオフィスビル   
○環境配慮に取組む魅⼒的な商業施設 

・行ってみたい環境配慮に取組む商業施設について、「緑に包まれた森のような商業施

設」「周囲の自然を取り込んだオープンテラスのある商業施設」など自然を感じられ

る施設の人気が高い。         
出典: 住宅取得や施設利用における消費者の環境意識調査/東急不動産次世代技術ｾﾝﾀｰ 

図-35 行ってみたい環境配慮に取組む商業施設  
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○環境配慮に取組む魅⼒的なリゾートホテル 

・行ってみたい環境に取組むリゾートホテルでは「人工的な設備を極力排した」「自然

エネルギーだけを利用」の人気が高く、「環境学習」「無農薬菜園で収穫」など体験

型は少し高くても行ってみたい。          
出典: 住宅取得や施設利用における消費者の環境意識調査/東急不動産次世代技術ｾﾝﾀｰ 

図-36 行ってみたい環境に取組むリゾートホテル 
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（５）情報価値に対する意識の傾向 

○情報通信機器の保有・利⽤状況 

・スマートフォンの普及からパソコン、固定電話の保有の顕著な低下がみられる一方、

スマートフォン保有は急増。 

・スマートフォン保有と利用時間増に伴い、インターネットを通じた商品、サービスの

消費は一層増加。                 
出典：情報通信白書/総務省 

図-37 情報通信機器の保有率の推移       図-38 スマートフォン利用者のネット利用時間              
出典：情報通信白書/総務省 

図-39 ネットショッピングの利用世帯割合と１世帯当たりの支出金額の推移 
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○インターネットの利⽤状況 

・インターネットの利用状況（過去１年間にインターネットを利用したことがある）は 

 13～15 歳の各年齢階層で 9割以上を上回り、6～12 歳、80 歳以上の年齢階層では前

年度を上回る。 

・世帯年収別インターネットの利用状況では所得の多い人ほどインターネットを利用し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 28 年通信利用動向調査の結果（概要）/総務省 

図-40 年齢階層別インターネットの利用状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 28 年通信利用動向調査の結果（概要）/総務省 

図-41 世帯年収別インターネットの利用状況（平成 28 年）    
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○ＩoＴの動向と推移 

・パソコンやスマートフォンなどの儒来のインターネット接続端末に加え、家電や自動

車、工場など様々なものがインターネットにつながり始めており、IoT は今後も拡大

することが予測されている。 

・IoT は成長率の観点から、特に「自動車」や「産業用途」が牽引役となってデバイス

数の増加が見込まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：情報通信白書/総務省                   

図-42 IoT デバイス数の推移及び予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：情報通信白書/総務省                    

図-43 分野別の IoT デバイス数及び成長率 
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（６）防災に対する意識の傾向 

○災害時への備え 

・大地震が起きた際の備えについて「特に何もしていない」の回答は 10.4％であり、

多くの人が何かしらの対策を行っている。 

・取組んでいる対策については「自宅建物や家財を対象とした地震保険（地震共済を含

む）に加入している」「食料や飲料水、日用品などを準備している」「家具・家電な

どを固定し、転倒・落下・移動を防止している」「近くの学校や公園など、非難する

場所を決めている」等が特に多い割合を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「防災に関する世論調査」の概要/内閣府政府広報室 

図-44 大地震が起こった場合に備えての対策 
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○災害についての家族や⾝近な⼈との話し合い 

・過半数の回答者が災害について身近な人と語り合っている。 

・話し合ったことがある回答者のうち、話し合った内容は「避難の方法、時期、場所に

ついて」「家族や親族との連絡手段について」「食料・飲料水について」「非常用持

ち出し品について」が多くみられる。 

 

 

 

 

          
出典：「防災に関する世論調査」の概要/内閣府政府広報室 

図-45 家族や身近な人と災害が起きたらどうするかなどについて話あったことがあるか  
             

出典：「防災に関する世論調査」の概要/内閣府政府広報室 
図-46 家族や身近な人と災害について話し合った内容   
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○企業における防災の取組 

・災害時における企業活動の継続を図る「事業継続計画(BCP)」について、大企業では

約 8割、中堅企業では約 4割が取組みを実施しており、企業の防災対策も進んでいる

状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 27 年度企業の事業継続及び防災の取組に関する実態調査/内閣府防災担当 

図-47 BCP 策定状況 
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 参考資料   参考資料 
２．有識者検討会議 議事録 

（１）第 1 回有識者検討会議 議事録       
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（２）第 2 回有識者検討会議 議事録     
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３. 関係部局の検討状況（鉄軌道） 

（１）ルート案の考え⽅ 

・第 5回計画検討委員会で示された複数ルート案の比較評価を行うためのルート案及

び想定構造は、以下のとおり。 

・第 5回計画検討委員会までに想定されるルートとして、７案をとりまとめており、

全てのルートで那覇～宜野湾間を通る。 

・那覇～宜野湾間は、国道 58 号または国道 330 号を導入空間として想定している。 

・第８回計画検討委員において、構想段階の推奨ルートとして、北谷町を経由する「Ｃ

派生案※」を選定している。 

※経由市町村：那覇市、浦添市、宜野湾市、北谷町、沖縄市、うるま市、恩納村、

名護市 

・今後は、２月に「Ｃ派生案」についてパブリックコメント（県民意見）を実施し、

３月に同委員会で構想段階の計画書案をとりまとめ、３月下旬以降に知事が最終決

定する見通しとなっている。 

 

 

 

           
図-48 複数ルートの想定構造（出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料）   
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図-49 Ｃ派生案（推奨ルート）（出典：おきなわ鉄軌道ニュース） 
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・構想段階の概略検討であるため、以下の同一条件を設定した上で、各評価項目につ

いて検討を行い、各案の比較優位性を中心に確認した。 

 

表-６ ルートの比較評価 

評価項目 概  要 

利用者数・採算

性等 

・利用者数や所要時間、採算性等は、他事例を参考に設定した駅

数や、他公共交通機関との結節、人口密度など現在把握できる

範囲内の情報に基づき、需要がより見込まれる箇所を駅位置と

して仮に設定し検討を行った。 

事業費等 ・ルート毎に安価と考えられる構造を想定し、地下や高架等の施

工実績があるつくばエクスプレス（普通鉄道）等の工事単価（構

造別同一単価）等を用いて概算を行った。 

費用便益分析 ・便益と費用について個々に比較評価を行うものとし、費用便益

比については、次の計画段階以降の効率的・効果的な検討のた

めに、事業実施に向けた課題を把握する観点から参考値として

示すものとする。 

環境影響等 ・文献等既往調査結果等から影響が想定される地域の周辺環境等

をマクロ的に捉え、重大な環境影響等を及ぼす恐れが無いかや、

計画段階以降の具体的な検討にあたり留意すべき点が無いかと

いう視点で評価を行った。 
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（２）駅数設定の考え⽅ 

・第４回計画検討委員会で示された需要予測に用いる駅数の設定方針は、以下のとおり。 

・構想段階の概略検討であり、具体的な駅位置・駅数の検討は行わないことから、需

要予測や概算事業費算出に必要な駅数については、既存路線を参考に設定している。 

・普天間飛行場基地跡地周辺については、市街地が連担する地域であるため、駅間距

離は、2～3ｋｍに 1 箇所程度としている。 

 

図-50 駅数の設定方針（出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料） 
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図-51 駅数の設定方針（出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料） 
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（３）⾻格軸に想定される交通システムの考え⽅ 

・第４回計画検討委員会で示された速達性の観点から骨格軸に想定されるシステムは、

次頁のとおり。 

・骨格軸に求められる要求性能が「速達性（那覇と名護を１時間で結ぶ）が高いシス

テム」及び「大量輸送（需要に適したシステム）」であるため、「専用軌道を有す

るシステム」及び「小型鉄道程度の輸送力」を有するものとしている。   
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図-52  各システムの特徴（出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料） 
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（４）構造の想定にあたっての考え⽅ 

・第 5回計画検討委員会で示された構造の考え方は、以下のとおり。 

・国道 58 号及び国道 330 号を導入空間で想定される構造は、採算性を考慮した比較評

価を行い、全て「地下トンネル」としている。 

 

＜市街地部における構造の想定にあたっての考え方＞ 

・市街地部については、専用用地確保にあたり費用と時間が多くかかることが予

想されることから、道路空間への導入を基本とする。（中央帯の活用を想定） 

・なお、道路空間へ導入する場合は、駅構築幅（上下 1 線ずつの線路施設や昇降

施設の設置、側壁等により約 22m 程度要する）を考慮し、片側 2 車線以上の道

路を基本に検討を行うものとする。また、道路内の中央帯に十分な幅員が無い

場合は、自動車交通への影響が生じないよう拡幅するか、又は地下への導入を

想定するものとする。 

・原則として、地下トンネルに比べ安価な高架構造を基本とするが、道路拡幅を

伴う場合は用地補償費が多額になることも想定されることから、地下トンネル

構造との比較検討を行い、費用の低い方を想定するものとする。 

・ただし、国道 58 号（那覇－宜野湾）が、「那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市

地域公共交通総合連携計画（平成 24 年 3 月）」において基幹バスの専用車線と

して位置づけられていること、また、将来の沖縄西海岸道路等の供用も考慮し、

上記検討に加え、基幹バス専用車線を使用し、当該車線内に高架構造により導

入した場合（車線減少した場合）についても検討するものとする。 

（出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料） 

 

図-53  想定される構造に関する概算事業費の比較（出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料） 
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図-54 国道 58 号及び国道 330 号において想定される構造 

（出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料） 
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４．⻄海岸地域の開発のあり⽅について提⾔書 

西海岸地域開発整備有識者懇談会に基づき作成された「西海岸地域の開発のあり方に

ついて提言書」は次の通りである。 
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